
1990年出上の木簡

奈
良
・
山
田
道
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
奥
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
七

・
八
世
紀
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、　
一
九
八
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
県
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
う

事
前
調
査
の
継
続
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
、
雷
丘
か
ら
桜
井

へ
向
か
う
県
道

（古
代
の
山
田
道
を
踏
襲
し
て
い
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
沿
い
北
側

の
水
田
で
あ
る
。
調
査
面
積
は

八
二
〇
ポ
。

検
出
し
た
遺
構
は
弥
生
時
代
、

古
墳
時
代
、
七

・
八
世
紀
代
お

よ
び
中
世
の
各
時
期
に
属
す
る
。

こ
の
う
ち
七

・
八
世
紀
代
の
主

な
遺
構
に
は
、
東
西
道
路
Ｓ
Ｆ

二
六
〇
七
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
二
五
四
〇
、
四
条
の
南
北
溝
ｓ
Ｄ
二
五
四

一
・
二
六

二
三

・
二
六
二
四

・
二
六
二
五
、
石
敷
Ｓ
ｘ
二
六
三
三
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
東
西
溝
ｓ
Ｄ
二
五
四
〇
と
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
二
三

・
二
六
二
五
お

よ
び
奈
良
時
代
の
包
含
層
か
ら
各

一
点
ず
つ
、
合
計
四
点
が
出
上
し
た
。
東
西

溝
Ｓ
Ｄ
二
五
四
〇
は
、
東
西
道
路
Ｓ
Ｆ
二
六
〇
七
の
北
側
溝
に
あ
た
る
と
推
定

さ
れ
る
幅
約
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｉ
Ｏ

。
六
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
七
世
紀

末
―
八
世
紀
前
半
頃
の
上
器
を
含
ん
で
い
る
。
南
北
溝
ｓ
Ｄ
二
六
二
三

・
Ｓ
Ｄ

二
六
二
五
は
、
と
も
に
断
面
が
ｕ
字
状
を
塁
す
る
浅
い
素
掘
り
の
溝
で
、
北
に

流
れ
る
。
堆
積
土
は
粗
砂
で
、
多
量
の
土
器
類
を
含
む
。
時
期
は
七
世
紀
末
ｉ

八
世
紀
前
半
に
属
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

南
北
湊
Ｓ
Ｄ
二
六
二
三

ω
　
・
□
ロ

マ
　
ロ
ロ
ロ
ロ

亀
甘
マ
　
伊
交
□

。　
　
　
　
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（盛
ゞ
ｅ
ｙ
卜
霞

南
北
濤
Ｓ
Ｄ
三
六
二
五

②

　

僧
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ】

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
〇

（
一
九
九
一
年
）

同

『
飛
蔦

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
二

一
（
一
九
九
一
年
）

（橋
本
義
則
）

(吉野山)




